
【取組内容①】 学校と家庭をつなぐコネクト学習の学びを活かした授業づくり

西米良村立西米良中学校（宮崎県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

１人１台端末（持ち帰り端末）を効果的に活用したコネクト学習により学校と家庭をつなぎ、確実に学
んだことを定着させ、児童生徒が主体的・協働的に学び合うことができる授業

【考えをもつ・問いを解決する段階】

【問いをつかむ段階】

【まとめる・確かめる・振り返る段階】

各自に割り当てられた課題
を家庭で情報収集し、スライ
ドにまとめてくる。
（コネクト学習予習型）

コネクト学習のねらい
【１人１台端末（持ち帰り端末）の効果的活用】

①  学びに連続性をもたせる
②  時間を効率的に使う
③  主体性を高め、確実な学び
につなげる

 先生の話を聞き、全体でオーケストラ
演奏のライブ感を味わわせることで、よ
り深い理解と感動につながった。

鑑賞「ブルタバ」スメタナ作曲
（中学３年）

課題Ａ：作曲当時のチェコを取り巻く社会情勢
課題Ｂ：「わが祖国」に込めた思い

家庭で調べまとめたスライド
を活用することで、個別に行う
聴き取り活動も充実していた。
まとめた意見を共有シートで
全体共有し、意見交換したこと
で、深まりのある学習になった。

※共有シートの一部

※まとめてきたスライド


